
2020年 7月

• Cisco DNA Spacesの概要 （1ページ）
•新機能：2020年 7月（3ページ）
•機能強化：2020年 7月（5ページ）
• Cisco DNA Spacesランタイム（7ページ）
•不具合（7ページ）

Cisco DNA Spacesの概要
Cisco Digital Network Architecture（DNA）Spacesは、既存のワイヤレスや IoT（BLE）インフラ
ストラクチャを活用して、実用的な情報を提供し、Spacesに組み込まれたアプリケーションで
ビジネスの成果を推進する強力なロケーションサービスプラットフォームです。

Cisco DNA Spacesからの情報には次が含まれます。

• Location Analyticsは、時間や位置によるロケーションデータの多角的な分析を行い、ネッ
トワークに接続しているユーザーの行動をより詳細に可視化する機能を提供します。

• Right Nowレポートは、物理的スペース内のリアルタイムの訪問者数（Wi-Fiに接続され
ているデバイスで識別）、およびこの数を履歴平均と比較する方法を提供します。Right
Nowレポートでは、使用されている認証方法に基づいて、1人のユーザーに属する複数の
デバイスを検出し、それらのデバイスを 1人の訪問者としてカウントできます。

• Business Insightsは、人々がお客様の物理拠点に訪れる頻度と、お客様の事業所に滞在する
時間を測定する機能を提供します。このデータは、すべてのロケーションにわたり、月単

位で比較評価されます。また、ロケーションのパフォーマンスを経時的、グループ別、ま

たは業界別に比較評価する機能も用意されています。

• Impact Analysisは、現地イベント、キャンペーン、およびレイアウトの変更が行動に及ぼ
す影響を測定する機能を提供します。ツールを使用してイベントを作成し、費やした時間

と頻度への影響の前、後、および最中などの特定のタイムラインに基づいて、このイベン

トの影響を測定するのは簡単です。

Cisco DNASpacesアプリケーションには、キャプティブポータル、ロケーションペルソナ、エ
ンゲージメントなどのカスタマーエクスペリエンス管理アプリが含まれており、物理的な場所
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にいる顧客とリアルタイムでつながることができます。追加のアプリケーションには、アセッ

トトラッキングアプリ、IoTサービス（Bluetooth Low Energy（BLE））を管理および設定する
ためのサービスマネージャ、およびこのデータを抽出して関連付けるか、他のエンタープライ

ズシステムに統合する場合のオープン APIフレームワークも含まれます。

Cisco DNASpacesは、さまざまなロケーションベースのテクノロジーとインテリジェンスを通
じてこれらの複数のサービスを利用するための単一のダッシュボードインターフェイスを提供

します。Cisco DNASpacesを使用すると、物理的なビジネス拠点で訪問者とつながり、連携す
ることができます。ワークスペース、小売、製造、サービス業、医療、教育、金融など、さま

ざまな業種のビジネスを対象としています。Cisco DNA Spacesのアセットトラッキングアプ
リケーションは、オンプレミスのアセットを監視および管理するためのソリューションを提供

します。Cisco DNASpacesは、これらの情報を実行に移すためのさまざまなツールキット、ア
プリ、および APIを提供します。

パートナープログラムを通じて Cisco DNA Spacesを使用すると、さまざまな業界のあらゆる
パートナーアプリケーションに企業がアクセスできます。

Cisco DNA Spacesは、Cisco Catalyst、Cisco AireOS、およびCiscoMerakiインフラストラクチャ
と互換性があります。

上記のサービスに加えて、Cisco DNA Spacesアプリの範囲は、世界的なパンデミックである
COVID-19によって生じるビジネス要件を満たすために拡張されました。拡張機能は既存のア
プリケーションに基づいて構築されており、COVID-19の特定の要件を満たすために新しいア
プリケーションが追加されています。Impact Analytics、Location analytics、行動メトリクス、
Right Nowなどのアプリの拡張機能を使用すると、ビジネス拠点に及ぼす COVID-19の影響を
分析し、適切なアクションを実行できます。たとえば、現在の場所のデバイス密度に基づいて

ルールを作成し、その場所にいる人の数が特定の数または密度（人/エリア）を超えた場合に
自動的に通知されるようにすることができます。Location Analyticsアプリには、エグゼクティ
ブサマリーレポートを組織内の同僚と共有する機能が追加されました。さらに、個人/グルー
プの場所を対象としたCOVID-19ベースの傾向分析を行動メトリクスアプリを使用して実行で
きるようになり、特定のビジネス拠点を組織全体および特定の業種のビジネス拠点と比較でき

ます。

Cisco DNASpacesでは、影響を受けるデバイスのロケーション履歴とデバイス近接履歴をすば
やく確認できる、新しい近接レポートアプリが追加されました。ユーザー IDまたはMACア
ドレスを入力するだけで、過去 14日間の建物内のデバイスの位置と、他のデバイスの近接性
に関するレポートが生成されます。このレポートは、共有機能を使用してエクスポートまたは

共有できます。同様に、検出と位置特定アプリには、デバイスを特定の数にクラスタリングし

て、ソーシャルディスタンスのガイドラインに違反している可能性のある領域を確認して報告

する機能が追加されました。

このリリースの主な機能は次のとおりです。

• [Monitoring and Support]機能のラベルを [Monitor]に変更し、[Support]タブを削除しまし
た。

• [Right Now on WiFi]の累積訪問数チャートを累積訪問者チャートに置き換えました。

• [Right Now on WiFi]から、すべての場所と主要な場所の「合計訪問者」グラフを削除しま
した。
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• [Right Now on Camera]レポートでは、1日の累積訪問数チャートが、1日の累積アクセス
トレンドに置き換えられます。

•パートナーダッシュボードは、すべてのリージョンで統合されています。

•パートナーダッシュボードによるアプリ承認プロセスの新しいワークフロー。

•パートナーダッシュボードで IOTサービスに対応する新しいイベント。

新機能：2020年 7月

Cisco DNA Spacesダッシュボード
次の新機能が Cisco DNA Spacesダッシュボードに追加されました。

プロキシミティレポートアプリケーション

新しいアプリである Proximity Reportingが Cisco DNA Spacesダッシュボードのホームページで
利用可能になり、Proximity Reportsを生成できるようになりました。現在、アプリはベータ版
です。

ProximityReportingアプリは、COVID-19のパンデミックの最中に職場に戻る従業員のために、
職場の管理者が安全な環境を作成することを支援します。レポート対象ユーザー（監視対象の

人）のワイヤレスデバイスは、ワイヤレスネットワークに関連付けられ、物理的な場所にマッ

ピングされます。 Proximity Reportingアプリにより、COVID-19の検査で陽性となった人の動
きを追跡できます。

プロキシミティレポートアプリの主な機能の一部は次のとおりです。

•特定の期間（通常は 14～ 28日）に影響を受けた人がいた拠点を把握するのに役立ちま
す。

•影響を受けた人と同じ拠点にいた他の人のリストを提供します。

•影響を受けた人がいつ拠点に出入りしたかを示すタイムラインを提供します。

レポートには次のセクションがあります。

• [Location Summary]：報告者が特定の期間に通過した拠点の概要を提供します。

• [Proximity Report]：

• [Proximity Summary]：報告者がその拠点の他のユーザーに与える影響のサマリーレ
ポートを提供します。

• [Proximity Tracing]：報告者と接触した他のユーザーの詳細な履歴を提供します。
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• [Daily JourneyReport]：さまざまな拠点（キャンパス、ビルディング、フロア）にわたるレ
ポートユーザーの1日ごとの行動を、レポートユーザーが各場所で費やした時間とともに
視覚的に追跡します。

カメラメトリック

[Camera Metrics]を Cisco DNA Spacesダッシュボードで利用できるようになりました。このア
プリを使用すると、Merakiカメラを使用してキャプチャしたデータに基づくメトリクスレポー
トを表示できます。このレポートは特定の月に表示されます。

現在、レポートには次の詳細が含まれています。

• [Monthly Footfall]：1ヵ月全体の総来訪者数を表示します。

• [Daily Footfall]：選択した月の各日の総来訪者数を表示します。

• [Footfall Distribution: By hour of day]：選択した月の 1時間ごとの平均総来訪者数を表示し
ます。

• [Presence Index : By hour of day]：選択した月の 1時間ごとの平均出席者数を表示します。

• [Peak Presence : By hour of day]：このグラフは、ネットワークロケーション用にのみ使用で
きます。選択した月の1日の時間ごとのピーク人数の累計を表示します。また、選択した
月の 1日の時間ごとの平均出席者数も表示されます。

すべてのチャートは、カメラ用に描画されたトリップワイヤ

ラインを経た訪問者の出入りに基づいています。

（注）

Right Now Report on Camera

Right Nowアプリでは、ロケーションにインストールされているMerakiカメラの Right Nowレ
ポートが表示されるようになりました。[RightNow]ウィンドウの左上に表示される [three-line]
メニューで、新しいオプション [Right Now on camera]が利用できるようになりました。

レポートには次の詳細が含まれます。

[# of the people present: Key Cameras Zones]グラフは、カメラの近くにいる人々に基づいて
おり、残りのすべてのグラフは、カメラに対して描かれたトリップワイヤラインを超え

る人々の出入りに基づいています。

（注）

• [# of people present]：選択したロケーションとその子ロケーションに現在滞在している人
の合計数。

• [#of people present: Key Locations]：各子ロケーションに現在存在する人の合計数。ロケー
ションの合計数が 15以上の場合、上位および下位の 3つのロケーションのカウントが表
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示されます。このような場合、最大3つの場所をピン留めして、選択した場所の現在の滞
在人数を表示できます。このグラフは、ルートの場所についてのみ表示されます。

• [# of the people present: Key Cameras]：フィルタリングされたロケーションの各カメラに現
在写っている合計人数を示す棒グラフ。カメラの総数が6台を超える場合は、上位および
下位の 3つのカメラのカウントが表示されます。このような場合、最大 3台のカメラをピ
ン留めして、選択したカメラに現在写っている人数を表示できます。このグラフは、ネッ

トワークレベルの拠点に対してのみ表示されます。

• [# of the people present: Key Cameras Zones]：フィルタリングされたロケーション内のカメ
ラに定義されている各カメラゾーンにいる人の合計数。カメラゾーンの総数が6を超える
場合は、上位および下位の3つのカメラゾーンのカウントが表示されます。このような場
合、最大3つのカメラゾーンを固定して、選択したカメラゾーンにいる現在の人数を表示
できます。このグラフは、ネットワークレベルの拠点に対してのみ表示されます。

• [Cumulative visits during the day]：Right Nowレポートで表示されている 1日における各時
間の合計訪問数を累積的に表示します。たとえば、午前 3時の合計訪問者数は、午前 0時
から午前 3時までの訪問者の合計になります。

• [Presence: By Location]：レポート用に選択されたロケーションとその子ロケーションがグ
ローバルマップに表示され、これらのロケーションに現在滞在している訪問者数が [Map
View]に表示されます。[List View]を使用して、現在の訪問者数を階層として知ることも
できます。

機能強化：2020年 7月

Cisco DNA Spacesダッシュボード
Cisco DNA Spacesダッシュボードには、次の変更が加えられました。

モニタリングとサポート

Cisco DNA Spacesダッシュボードでは、[Monitoring and Support]オプションに次の変更が追加
されました。

• [Monitoring and Support]ウィンドウの [Support]タブを削除しました。以前は、チケットの
詳細は [Support]セクションに表示されていました。サポート電子メールでチケットのス
テータスを確認できるようになりました。

• [Monitoring and Support]オプションの名前が [Monitor]に変更されました。

Right Now

Right Now on WiFiレポートに次の変更が加えられました。
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• [Cumulative Visits: All Locations]チャート：[Cumulative Visitors: All Locations]に置き換えら
れました。このグラフには、1日の各時間における累積訪問者が表示されます。累積カウ
ントグラフは、ネットワークロケーションのタイムゾーンに基づいて表示されます。

• [Total Visitors present last 3 hours: All locations]および [Total Visitors present last 3 hours: Key
Locations]のグラフが削除されました。

Right Now on Camera

Right Now on Cameraレポートに次の変更が加えられました。

• [Cumulative visits during the day]チャートは、[Cumulative Footfall during the day]に置き換え
られました。このチャートでは、1日の各時間における累積アクセス数を示します。以前
は、1日の各時間の累積訪問数が表示されていました。

•ネットワークロケーションのタイムゾーンは、[Cumulative Footfall during the day]を表示す
るときに考慮されます。

• [Historical Average]グラフは、[#of people present: Key Locations]、[# of the people presents:
Key Cameras]、および [# of the people presents: Key Cameras Zones]チャートから削除されま
した。

Cisco DNA Spaces：パートナーダッシュボード
Cisco DNA Spacesパートナーダッシュボードには、次の機能強化が加えられました。

パートナーダッシュボード

パートナーダッシュボードに次の変更が加えられました。

• [Europe]と [Rest of the World]地域の両方のアプリを作成、管理、公開するための統合ダッ
シュボード。以前は、[Europe]と [Rest of the World]アプリを作成するための個別のダッ
シュボードがありました。

この機能をサポートするために、[App Center]ウィンドウの [Choose the Region]領域に、
[Europe Region]および [Rest of the world (except Europe region)]オプションが表示されます。

アプリの作成後、ヨーロッパ向けに作成されたアプリのサン

ドボックスアクティベーションは、

https://partners.dnaspaces.eu自体で実行する必要がありま
す。

（注）

•ダッシュボードによるアプリ承認プロセスの新しいワークフロー。

アプリを作成してテストしたら、パートナーは [Submit]をクリックして、承認のためにア
プリを送信できます。次に、Cisco DNASpacesチームがアプリを評価し、必要なアクショ
ンを実行します。承認されると、アプリのステータスが [Approved]に変更され、パート
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ナーは [Publish]を使用してアプリを公開できます。アプリが公開されると、ライブにな
り、Cisco DNA Spacesダッシュボードの [Get Partner Apps] > [App Center]セクションで
利用できるようになります。

以前のように、ヨーロッパ地域向けに公開されたアプリは

[https://dnaspaces.eu]にのみリストされ、その他の地域向けに
は [https://dnaspaces.io]にリストされます。

（注）

イベント

次の新しいイベントがパートナーダッシュボードに追加されました。

• [IOT_TELEMETRY]：このイベントは、BLEや RFIDなどの IOTデバイスからのテレメト
リの更新がある場合にトリガーされます。

• [IOT_USER_ACTION]：このイベントは、IOTデバイスでユーザーアクション（ボタンク
リックなど）が実行されたときにトリガーされます。

• [DEVICE_COUNT]：このイベントは、そのロケーションでのデバイスの数が変化したとき
にトリガーされます。

[BLE Manager]が [IOT]サービスに置き換えられたため、イベント [BLE_UPDATE]は削除され
ました。

Cisco DNA Spacesランタイム
Cisco DNA Spacesランタイムには、次の変更が加えられました。

エンタープライズキャプティブポータルの機能強化

Cisco DNA Spacesでは、エンタープライズキャプティブポータルに対して次のサポートが提
供されるようになりました。

•トリガー APIを使用して通知を APIエンドポイントに送信するためのサポート。

•キャプティブポータルのユーザにそのアクションに基づいてタグを付けるためのサポー
ト。

不具合
不具合では、Cisco DNA Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。
「解決済みの不具合」と「未解決の不具合」では、このリリースの不具合を示します。

各不具合について、次の情報が提供されます。
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•識別子：各不具合には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子はCSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。TechnicalAssistanceCenter（TAC）
エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の不具合の IDが提供されます。

•説明：不具合が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

Cisco Bug Search Tool
CiscoBugSearchTool（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリスト
を管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに関
する詳細な障害情報を提供します。

未解決のバグ

表 1 :未解決のバグ

説明CDETS ID番号

RBAC：特定の場所しかアクセスできない管理ユーザーは、ダッシュボー
ドにログインできない。

CSCvq83680

デフォルトでは、新しく作成されたアカウントの訪問者数と訪問数がデジ

タル化統計に表示される。

CSCvt29202

Merakiカメラ：ユーザーは非カメラデバイスもインポートできる。CSCvs79627

ロケーション階層に誤った「ユーザー数」が表示される。CSCvs97445

すでに承認された招待状を使用しようとすると、適切なエラーメッセージ

が表示される必要がある。

CSCvu46143

訪問数が少ない場合、[Right Now -Visits by floor]セクションで、フロア名
がツールチップテキストに表示されない。

CSCvt93539

修正されたバグ

表 2 :修正されたバグ

説明CDETS ID番号

sub_typeイベントは、プロモーションクリックの「プロモーション」とし
てキャプチャされない。

CSCvu87384
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https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvq83680
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvt29202
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvs79627
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvs97445
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvu46143
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvt93539
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvu87384


説明CDETS ID番号

プロモーションとメニューのクリックには、言語ベースのイベントログが

ない。

CSCvv07571
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https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvv07571
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


